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郷
土
か
み
の
か
わ
の
歴
史
・
文
化
財

町
指
定
史
跡　

か
ぶ
と
塚
古
墳
石
室

　

今
か
ら
１
７
０
０
年
前
の
古
墳

時
代
。
日
本
列
島
で
は
、
大
き
な

政
治
力
を
持
っ
た
有
力
者
た
ち

が
、
そ
の
力
を
背
景
に
大
き
な
お

墓（
古
墳
）を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
古
墳
は
前
方
後
円
墳
や
前
方

後
方
墳
・
円
墳
・
方
墳
な
ど
の
種

類
が
あ
り
、
形
や
規
模
は
、
亡
く

な
っ
た
有
力
者
が
、
生
前
に
持
っ

て
い
た
権
威
を
示
す
も
の
し
た
。

時
代
が
下
っ
て
古
墳
時
代
の
後
期

（
６
〜
７
世
紀
）
に
な
る
と
、
古

墳
の
大
き
さ
が
急
に
小
さ
く
な
る

と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
古
墳
が

ま
と
ま
っ
て
つ
く
ら
れ
る
群
集
墳

が
出
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農

業
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
有
力
な

農
民
達
が
力
を
強
め
て
い
っ
た
結

果
、
古
墳
を
作
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
は

上
三
川
町
は
周
辺
地
域
の
中
で
も

非
常
に
古
墳
が
密
集
し
て
い
る
場

所
な
の
で
す
が
、
そ
の
古
墳
の
ほ

と
ん
ど
が
古
墳
時
代
後
期
に
作
ら

れ
た
も
の
な
の
で
す
。

　

そ
の
古
墳
時
代
後
期
の
古
墳

の
、
死
者
を
安
置
す
る
た
め
の
施

設
で
あ
る
、
石
室
の
構
造
を
今
に

伝
え
る
も
の
の
一
つ
が
、
大
字
上

三
川
地
内
に
あ
る
、
町
指
定
文
化

財
か
ぶ
と
塚
古
墳
石
室
な
の
で

す
。
か
ぶ
と
塚
古
墳
は
、
明
治
13

（
１
８
８
０
）
年
に
発
掘
さ
れ
、

そ
の
際
に
土
器
や
勾
玉
な
ど
が
出

土
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
形
は
円
墳
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

後
の
道
路
工
事
の
土
取
り
な
ど
で

土
が
取
ら
れ
て
し
ま
い
、
現
在
で

は
、
非
常
に
大
き
な
石
で
組
み
立

て
ら
れ
た
、
横
穴
式
石
室
が
露
出

し
て
い
ま
す
。
こ
の
石
室
に
使
わ

れ
て
い
る
石
の
大
き
さ
は
、
外
側

の
壁
の
も
の
が
長
さ
3.7
ｍ
・
高
さ

２
ｍ
、
北
側
に
あ
る
奥
壁
の
も
の

が
幅
２
ｍ
・
高
さ
２
ｍ
、
天
井
部

分
に
は
長
さ
2.5
ｍ
・
幅
1.8
ｍ
の
石

が
２
つ
置
か
れ
て
お
り
、
栃
木
県

内
で
も
屈
指
の
規
模
を
誇
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
巨
大
な
石
室
が

露
出
し
た
状
態
は
、
皆
さ
ん
も
ご

存
知
の
奈
良
県
の
石
舞
台
古
墳
の

よ
う
で
す
。

　

か
ぶ
と
塚
古
墳
の
石
室
に
使
わ

れ
て
い
る
大
き
な
石
は
、
大
谷
石

と
同
じ
凝
灰
岩
で
す
。
今
と
違
い

便
利
な
機
械
が
な
か
っ
た
当
時
、

何
百
kg
も
あ
る
大
き
な
石
を
人
の

力
で
削
り
だ
し
、
ソ
リ
な
ど
に
載

せ
て
川
ま
で
運
び
、
船
に
乗
せ
て

遠
く
上
三
川
の
地
ま
で
運
ん
だ
の

で
し
ょ
う
。
当
然
ク
レ
ー
ン
も
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
人
々
の
力
だ
け

で
組
み
立
て
て
い
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
多
く
の
人
々
の

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
か
ら
、
当

時
こ
の
地
に
、
大
き
な
力
を
持
っ

た
権
力
者
が
い
た
こ
と
が
分
か
る

の
で
す
。

　

大
き
く
立
派
な
お
墓
を
作
り
た

い
と
思
う
の
は
、
今
も
昔
の
人
々

も
一
緒
な
の
で
し
ょ
う
。
自
分
そ

し
て
一
族
の
繁
栄
と
権
力
を
示

す
、
大
き
な
石
室
の
中
で
、
棺
に

納
め
ら
れ
た
当
時
の
権
力
者
は
、

何
を
思
い
永
久
の
眠
り
に
つ
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

時
代

西　

暦

で　

き　

ぎ　

と

古　墳　時　代 弥生時代

６世紀 ５世紀 ４世紀 ３世紀

２
３
９

２
４
７

２
４
８

３
９
１

４
７
８

５
２
７

５
３
８

５
６
２

５
８
８

５
８
９

５
９
３

卑
弥
呼
、
洛
陽
に
使
者
を
送
る
。

親
魏
倭
王
の
称
号
金
印
紫
綬
・
鏡
・
刀
剣
な
ど
を
賜
る
。

卑
弥
呼
、
狗
奴
国
王
と
戦
う
。

卑
弥
呼
が
亡
く
な
り
、
壱
与
が
即
位
す
る
。

※
こ
の
こ
ろ
古
墳
が
が
全
国
的
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

倭
、
百
済
・
新
羅
を
破
り
、
高
句
麗
と
も
戦
う
。

※
こ
の
こ
ろ
笹
塚
古
墳
・
塚
山
古
墳
（
宇
都
宮
市
）
な
ど
の
大
型
の
前
方

後
円
墳
が
築
造
さ
れ
る
。

※
こ
の
こ
ろ
浅
間
神
社
古
墳
（
上
神
主
）
が
造
ら
れ
る
。

倭
王
武
、
宋
に
使
者
を
送
り
、
安
東
将
軍
倭
国
王
の
称
号
を
授
か
る
。

※
こ
の
こ
ろ
摩
利
支
天
塚
古
墳
・
琵
琶
塚
古
墳
（
小
山
市
）
が
造
ら
れ
る
。

※
こ
の
こ
ろ
か
ぶ
と
塚
古
墳
（
上
三
川
）
が
造
ら
れ
る
。

※
こ
の
こ
ろ
後
志
部
古
墳
群
・
狐
塚
古
墳（
上
神
主
）、
坂
上
古
墳
群
（
坂

上
）
、
瓢
箪
塚
古
墳
・
愛
宕
神
社
古
墳
（
上
郷
）
、
高
�
神
社
古
墳
（
西

木
代
）
、
愛
宕
塚
古
墳
（
上
三
川
）
が
造
ら
れ
る
。

筑
紫
君
磐
井
の
乱
が
勃
発
す
る
。

百
済
よ
り
仏
教
が
伝
来
す
る
。

任
那
に
お
い
て
日
本
府
が
滅
び
る

飛
鳥
寺
が
建
立
さ
れ
る
。

隋
、
中
国
を
統
一
。

聖
徳
太
子
が
摂
政
と
な
る
。

かぶと�古墳石室奥壁

かぶと�古墳石室のようす


